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レジャー白書2003などからの抜粋報告

過日、編集、発売されました「レジャー白書2003」（財団法人社会経済生産性本部）より統計資料

や調査結果からの各種データをご報告いたします。

※（財）社会経済生産性本部 〒150 8307 東京都渋谷区渋谷3 1 1 生産性ビル- - -
.03 3409 1125（レジャー白書2003は１冊税込み3,500円）TEL - -

平成14年の家計消費の動き ～家計所得の減少と消費の低迷～

余暇活動の実態に移る前に、まず、勤労者世帯の家計に関する統計を見てみたいと思います。

平均消費性向とは、実収入から税金や社会保険料を差し引いた可処分所得のうち、実際に消費に

回した割合を示したものです。一般に、「所得」が減少してもすぐには低下しないため、平均消費性

向は見かけは上昇する傾向があるそうです。では、全国の勤労者世帯を対象とした『平均消費性向

の推移』と『実収入・可処分所得の実額と名目・実質増加率の推移』を下図に示します。

（出典：総務省「家計調査報告」（速報）平成15年２月より）
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家計収入(実収入)は、平成6年を除き一貫し

て伸びてきましたが、平成10年から名目値で５

年連続の減少となり、平成14年も勤労者世帯

における１ヶ月の平均実収入（538,277円）は対

前年比－2.3％でありました。

家計消費支出の合計（330,651円）も平成13

年（335,042円）よりも、さらに4,000円以上減少

しました。しかし、通信費（7.1％）や教養娯楽

費（1.1％）は増加し、中でも特にテレビ、カメ

ラ、パソコン等の教養娯楽用耐久財（11.9％）

は高い増加率を示しています。

平成14年の平均消費性向（可処分所得に対

する消費支出の割合）は、13年より１ポイントあ

がり、73.1％でした。

平均消費性向は過去10年余り減少を続けま

したが、平成11年に増加に転じ、3年連続の増

加となりました。しかし、平均消費性向は、一般

に所得が減少しても、消費水準はすぐには低

下しないため、見かけ上は上昇する傾向がある

ので、厳しい雇用環境や先行きの生活不安等

が長引き、実際の消費マインドはなかなか上向

きにはならないのが実態のようです。
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実収入・可処分所得の実額と名目・実質増加率の推移

金額（円） 名目増加率（％） 実質増加率（％）

実収入 可処分所得 実収入 可処分所得 実収入 可処分所得

平成３年 548,769 463,862 5.2 5.3 1.8 1.9

４年 563,855 473,738 2.7 2.1 1.1 0.5

５年 570,545 478,155 1.2 0.9 0.1 ▲0.2

６年 567,174 481,178 ▲0.6 0.6 ▲1.1 0.1

７年 570,817 482,174 0.6 0.2 0.9 0.5

８年 579,461 488,537 1.5 1.3 1.5 1.3

９年 595,214 497,036 2.7 1.7 1.1 0.1

10年 588,916 495,887 ▲1.1 ▲0.2 ▲1.8 ▲0.9

11年 574,676 483,910 ▲2.4 ▲2.4 ▲2.0 ▲2.0

12年 560,954 472,823 ▲2.4 ▲2.3 ▲1.5 ▲1.4

13年 551,160 464,723 ▲1.7 ▲1.7 ▲0.8 ▲0.8

14年 553,277 452,501 ▲2.3 ▲2.6 ▲1.2 ▲1.5

平成14年の余暇 ～余暇時間・余暇支出とも減少間強まる～

レジャー白書では毎年、「余暇時間」と「余暇に使ったお金」についてを調べ、前年に比べ増えた

か減ったかを統計として発表しています。

この結果は、意識の上での余暇時間や支出の増減を表すというあくまで主観的な評価ですが、ス

ポーツ産業・余暇レジャー産業・健康産業とも言われるテニス産業界が、バブル崩壊後から今日に

かけての、人々の余暇に関する意識や行動の変化を探る上で参考になるものです。
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余暇時間の推移についての傾向は、「増え

た」とする人は平成4年まで増加傾向にありまし

たが、それ以降は８年連続で減少していまし

た。13年には９年ぶりに増加しましたが、14年

には再び減少し、回復基調は見られませんで

した。逆に「減った」とする人は増加傾向にあ

り、14年には「増えた」とする人を10ポイント以

上も上回り過去最高となりました。

実際の労働時間の減少にもかかわらず、余

暇時間を「増えた」と感じる心理的な「ゆとり感」

の回復はまだまだのようです。
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一方、余暇支出についてはバブル経済崩壊

後の平成4年をピークに、「増えた」とする人は

減少を続け、平成10年にはついに「減った」と

する人が逆転し、14年には余暇時間同様、「減

った」人は過去最高（29.8 ）となりました。これ%

はバブル崩壊前後の平成３年度（15.7 ）に比%
べると、約２倍となっています。

余暇消費の面でもやはり、心理的な「ゆとり

感」の回復は遠いようです。

平成14年の余暇～スポーツ業界･テニス産業の実状～

（単位：億円）○余暇市場、国民総支出、民間最終消費支出の推移

伸び率(％)

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 H13/12 H14/13

ス ポ ー ツ 部 門 51,220 48,970 47,090 45,590 ▲3.8 ▲3.2

趣 味 ・ 創 作 部 門 118,090 117,750 116,570 116,240 ▲1.0 ▲0.3

娯 楽 部 門 576,100 572,260 551,770 559,090 ▲3.6 1.3

観 光 ・ 行 楽 部 門 110,180 111,240 109,720 108,740 ▲1.4 ▲0.9

855,590 850,220 825,150 829,660 ▲2.9 0.5余 暇 市 場

対 国 民 総 支 出 16.8 16.6 16.3 16.6 ▲1.8 1.8

対 民 間 最 終 消 費 支 出 29.9 29.7 28.8 29.0 ▲3.0 0.7

国 民 総 支 出 ( 名 目 ) 5,091,159 5,133,768 5,074,555 5,007,286 ▲1.2 ▲1.3

民間最終消費支出(名目) 2,865,829 2,858,078 2,862,400 2,862,497 0.2 0.0

平成13年のスポーツ部門の市場規模は4兆

5,590億円で、前年対比3.2％のマイナスとなり

ましたが、落ち込みは小さくなりました。

テニス産業と同様に「場」と「サービス」を提

供するスポーツ産業分野のデータを取り上げ

てみます。

まず、『球技スポーツ用品』市場を見てみま

すと、平成5年から続く下降傾向は14年度も続

き、全体では0.7ポイントの減少ですが、私ども

の業界に大きな関係のある『テニス用品』市場

は横ばいとなりました。しかし、業界は活性化

し、特に技術革新が顕著であるラケットは、デ

フレ不況下にもかかわらず、単価を上げている

そうです。

また、『スポーツ施設・スクール』市場も4年度

から減少を続け、14年度は全体で4.8ポイント
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の減少でありましたが、『テニスクラブ・スクー

ル』市場は8.0ポイントの増加を見ました。施設

による好不調の二極化が見られ、堅調な売上

を見せるスクールは年々インドアが増加してい

ます。また、テニス事業の多角化として、商業・

飲食施設、語学教室などを複合するケースも

増えてきています。

単位：億円 H６ H７ H８ H９ H10 H11 H12 H13 H14 14/13

球技ｽﾎﾟｰﾂ 8,400 8,360 8,380 8,000 7,460 7,170 7,010 6,790 6,740 ▲0.7

テニス用品 1,120 1,110 1,030 940 850 810 750 750 750 0.0

ｽﾎﾟｰﾂ施設 30,560 30,260 29,660 29,350 28,160 27,150 25,670 24,380 23,200 ▲4.8

ｸﾗﾌﾞ･ｽｸｰﾙ 550 540 540 520 500 490 480 500 540 8.0

○スポーツ産業の平成14年の年間平均売上高と客単価の動向
年間平均売上 平均単価(単位:千円) 単価の増減（％）

高(単位:千万) 会 員 非会員 増 不 減 増加－

H13 H14 H13 H14 H13 H14 加 変 少 減少

ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ･ｽｸｰﾙ 6.1 6.2 1.1 1.0 1.6 1.5 12.0 54.5 31.4 ▲19.4

ゴルフ場 54.8 51.7 8.3 7.8 14.5 13.5 3.4 9.3 85.9 ▲82.4

ゴルフ練習場 16.4 15.1 - - 1.4 1.3 4.7 32.5 61.1 ▲56.4

ボウリング場 16.7 17.5 - - 1.5 1.4 13.6 51.4 33.7 ▲20.2

ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ 24.2 20.7 2.8 2.6 2.6 2.5 11.0 53.0 33.0 ▲22.0

スキー場 39.8 36.3 - - 6.8 5.3 4.1 29.5 63.6 ▲59.4

1施設における年間平均売上高・平均単価

は、ともにほとんどの業種においてマイナスあ

るいは横ばいのなか、「テニスクラブ・スクール」

の平均売上高が僅かながらに増加しました。単

価でもっとも減少が大きかったのは昨年と同じ

くスキー場でその差額は1,500円でありました。

個人消費が冷え込む中、すべての業種が客単

価は「減少した」としていますが、特に割合が高

かったのはゴルフ場、ゴルフ練習場、スキー場

でした。

（網掛け部分は最高値）○スポーツ産業の平成14年の経営上の問題点

人 設 人 設 資 料 地 テ 公 他 公 時 そ
件 備 手 備 金 金 価 ナ 的 の 的 間 の
費 費 不 不 不 改 高固 ン な 民 施 ・ 他
コ ・ 足 足 足 訂 騰定 ト 規 間と 設 曜
ス 運 が に資 料 制 同の と 日利（

ト 営 借 難 よ産 ・地 業競 の ・用
の 費 入 し る税 賃代 施争 競 季客
増 等の 難 い の 料の 設の 合 節の
加 増 こ 上 ・上 激 等偏）

（単位：％） 加 と 昇 昇 化 のり

ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞｽｸｰﾙ 20.4 22.5 14.7 12.6 11.0 41.9 22.5 4.2 6.8 14.7 40.8 28.3 5.2

24.9 22.9 7.8 5.9 12.2 42.9 2.4 1.5 2.0 74.1 2.0 47.8 6.3ゴルフ場

18.4 30.3 3.0 13.7 8.5 47.4 14.5 2.6 2.6 40.6 2.6 59.8 4.7ゴルフ練習場

27.2 32.1 16.5 20.6 14.4 35.0 1.6 6.6 0.4 27.2 2.1 51.4 3.7ボウリング場

38.0 41.5 16.5 17.5 8.0 29.0 0.5 5.0 2.5 40.0 17.0 14.5 5.5ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ

26.7 37.3 6.0 19.4 20.3 21.7 0.0 1.4 5.5 38.2 3.7 48.8 8.3スキー場

25.9 31.1 9.9 15.0 12.4 36.3 6.9 3.6 3.3 39.1 12.2 41.8 5.6平 均

テニス業界の経営上の大きな問題点として

は、第1位が「料金改定が難しいこと」、第2位が

「公的施設との競合」、第3位が「時間帯・曜日・

季節による利用客の偏り」です。

「料金改定が難しいこと」については、フィッ

トネスクラブ・スキー場を除く4業種が第3位まで
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にあげているようであり、特に多くの施設が会

員制を採用し、会員からの収入に依存している

テニス業界としては4割が回答している状況で

す。

「公的施設との競合」では、第3セクター方式

での営業が見受けられるアスレチック、公的施

設が多いスイミングの影響もありフィットネス業

界も苦しそうではありますが、その2倍以上とい

うテニス業界ではやはり大きな問題点であるよ

うです。この点については業界が結束して対応

策を速やかに実施してほしいものです。

「時間帯・曜日・季節による利用客の偏り」

では、休日の分散化などで繁閑の差をいかに

縮めるかが課題ですが、平成12年から施行さ

れた祝日の月曜日指定化による3連休の創出

はこうした業界の追い風になっているようです。

他の業界が大きな問題点としてあげている

「他の民間施設との競合の激化」については、

テニス業界では大きな問題としているところは1

8％程度に留まっています。

第4位の「人件費コストの増加」については、

客の減少や低料金化等で売上が伸びない中、

多くの業種が大きな問題点としてあげていま

す。新規システムの導入等により如何に業務の

高効率化を図り、コストを削減していくかが、今

後、経営者に期待されるところです。また、これ

は業況が引き続き落ち込む中、人件費だけで

なく、経費全体のリストラ対策にもつながるもの

と思われます。

○テニスへの参加人口や参加率

○テニスへの参加率、男女別・年齢層別参加率
（年に１回でもやったことのある人）

１３年度 男 性 女 性

全体 10 20 30 40 50 60 全体 10 20 30 40 50 60

代 代 代 代 代 上 代 代 代 代 代 上

：8.4 8.9 29.5 10.1 7.3 12.2 8.0 1.8 7.9 21.2 12.1 10.8 12.4 2.5 1.4参 加 率

１４年度 男 性 女 性

全体 10 20 30 40 50 60 全体 10 20 30 40 50 60

代 代 代 代 代 上 代 代 代 代 代 上

17.3 9.9 10.4 9.6 4.3 3.2 8.9 29.5 13.8 8.3 13.1 6.4 1.0参 加 率：8.3 7.7
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単位：％

テニスへの参加率等のデータ

参加率 9.1 8.5 7.2 7.5 8.4 8.3 

年間平均活動回数 19.9 22.5 22.5 26.0 21.5 25.0 

参加希望率 13.6 13.3 11.7 11.3 12.4 13.1 
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　①参加率…………テニスを年１回以上行った人の割合

　②年間活動回数…１人当りの年間活動回数の平均

　③参加希望率……今後も続けたい、将来行いたい人の割合
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○テニスに対する消費の実態
注１：

(財)社会経済生産性本部の調

査は一般に対しては、全国の1

5歳以上の男女3,000人に対し

て、訪問留置法にて行い有効

回答数は2,425であり、参加人

口とは、参加率に平成14年12

月の総務省統計局の推計によ

る15歳以上の人口10,943万人

を掛けたもの。

注２：

テニス施設に対しての調査は、

全国850ヶ所に発送し、191件

の回収であり、14年度の有効

回収率は22.4％であった。

（複数回答有り・網掛け部分は最高値）○実施した集客対策

標本数 平 オ 営 ス 若 新 各 特 広 従 団 固 イ

ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ･ｽｸｰﾙ 日 フ 業 ポ 者 し 種 典 告 業 体 定 ン

=191 対 シ 時 女 い の や イ 員 や 客 タ

ー

ー ー

ｺﾞﾙﾌ場=205 策 間 ツ 性 設 料 プ ベ 教 法 づ

ｺﾞﾙﾌ練習場 ズ 夜 娯 向 備 金 レ ン 育 人 く ネ

=234 ン 間 楽 け ・ 割 ミ ト の り ッ

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ場=243 対 延 施 施 機 引 ア の 開 ト

ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ 策 長 設 設 器 ム 実 拓 の

=200 併 づ の 実 施 活

ｽｷｰ場=217 設 く 導 施 用

（単位：％） り 入

ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞｽｸｰﾙ 59.2 34.6 35.1 13.1 21.5 24.1 55.5 49.7 55.0 59.2 17.8 63.9 47.1

ゴルフ場 81.0 71.2 38.5 3.9 24.4 33.7 83.4 68.3 67.3 73.2 65.9 73.2 51.2

ゴルフ練習場 70.5 49.6 44.4 15.8 39.3 32.5 63.7 61.1 44.4 65.8 26.5 65.0 22.6

ボウリング場 79.4 51.0 33.3 33.3 39.1 35.4 77.4 71.2 67.1 72.0 65.4 84.8 38.3

ﾌｨｯﾄﾈｽｽｸﾗﾌﾞ 37.5 38.5 37.5 22.5 58.5 60.0 50.0 58.5 76.0 84.0 27.0 68.5 45.0

スキー場 59.4 31.8 19.8 16.1 32.3 24.0 63.1 43.3 57.6 70.0 47.0 47.5 56.7
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単位：円

テニスに対する消費の実態

平成９年度 22,500 7,500 15,000 1,130 

平成10年度 24,600 11,000 13,600 1,090 

平成11年度 21,900 7,100 14,900 970 

平成12年度 29,300 9,300 20,000 1,130 

平成13年度 21,200 8,100 13,100 990 

平成14年度 30,600 9,400 21,200 1,220 

合計 用具等 会費等
１回当り

費用
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（複数回答有り・網掛け部分は最高値）○テニスクラブ・スクールの客層

中 大 独 独 中 主 高 高 カ 夫 家 グ 法

高 学 身 身 年 婦 年 年 ッ 妻 族 ル 人

生 生 サ Ｏ 男 齢 齢 プ 客 関

ー

以 ラ Ｌ 性 の の ル プ 係

下 リ 男 女 客

の 性 性

ー

標本数=169 子 マ

（単位：％） 供 ン

現在の主な層 40.8 5.8 5.2 11.5 52.4 75.4 27.2 16.8 2.1 15.2 7.9 14.1 3.7

最近増えている層 60.2 1.0 6.3 7.3 14.7 23.0 25.7 17.3 0.5 8.9 11.0 10.5 2.1

今後力を入れる層 53.4 4.7 15.2 25.1 14.1 39.3 23.0 17.3 2.6 12.6 15.7 16.2 7.3

（複数回答有り・網掛け部分は最高値）○料金の値引きや割引の内容

実 パ 曜 定 団 割 期 セ 料 イ

施 ッ 日 休 体 引 間 ル 金 ン

し ク 時 日 法 券 限 フ の ター

た 料 間 の 人 の 定 方 値

施 金 帯 割 向 配 割 式 下 ネ

設 セ に 引 割 布 引 等 げ ッ

の ッ よ 営 引 の ト

（括弧内は標本数） 割 ト る 業 の 簡 割

(単位：％） 合 料 割 実 略 引

金 引 施 化

テニスクラブ･スクール(191) 29.8 15.8 24.6 1.8 15.8 38.6 66.7 1.8 7.0 10.5→
ゴルフ場(205） 80.0 57.9 43.9 17.7 37.2 69.5 48.8 35.4 37.8 23.8

ゴルフ練習場(234) 44.4 19.2 61.5 2.9 13.5 29.8 49.0 6.7 21.2 10.6

ボウリング場(243) 60.5 59.2 57.8 0.7 36.1 70.1 57.1 0.7 9.5 17.7

フィットネスクラブ(200) 43.5 11.5 19.5 2.3 10.3 28.7 89.7 2.3 8.0 3.4

スキー場(217) 52.5 60.5 29.8 4.4 35.1 62.3 36.8 0.9 22.8 28.1

○リストラ対策の実施率
企業再構築の手法であるリストラ策として、テニスクラブ・スクールで平成14年に実施された事項

は以下の通りであり、その成果が期待されるところです。（複数回答有り）

コストの削減・節約化 60.2％ 人員の削減 13.1％

予算管理の徹底化 49.7％ 残業のカット 12.6％

業務改善による効率化 41.4％ 不採算部門の縮小・廃止 11.0％

給与賞与の昇給抑制 36.1％ 新規事業の開発 7.3％

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄの比率アップ 21.5％ ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞによる経営のｽﾘﾑ化 7.3％

能力給・業績給制度の導入 20.9％ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等の外部ﾌﾞﾚｲﾝの登用 7.3％
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２００３ テニスの日 活動報告

今年で制定６年目を迎えた「テニスの日」は例年同

様、全国各地で記念イベントが開催されました。本年

度の実施スタンスは、イベントの種類を「個別イベン

ト」「共同イベント」「有明メインイベント」の３つのカテ

ゴリーに分類し、それぞれがテニスの普及と発展を目

的にイベントを展開しました。

＜２００３年基本スタンス＞

【活 動 目 的】

テニスの普及と発展という目標を掲げ、テニス人口の

増加を目指し、新しいテニス愛好家の創出を目指して

活動を行う。

【イベント種別】

◆ 年「テニスの日」イベント種別は、「個別イベント」「共同2003

イベント」「有明メインイベント」の３種類とし、各イベントは以

下の定義により分類をしました。

○個別イベント…………個々の団体や施設がその実情に合

わせ独自に企画・開催するイベントであり、テニスの日推進協

議会（以下「協議会」という）からは告知物等の支援を行う。

なお、開催期日は個々の実状に合わせたものとする。

○共同イベント…………協議会構成団体の複数で連

絡・協調体制を整え開催するイベントであり、協議会

からは人的・物的・資金的な支援を行うもの。なお、

開催期日は9月23日(祝)を中心に前後1週間とする。

○有明メインイベント…「テニスの日」の周知徹底を目指した告

知象徴的イベント。

＜開 催 実 績＞

個別イベント

開 催 場 所：３４１ヶ所 （昨年は４２０ヶ所）

平均使用面数：5.2面 （昨年は4.2面）／１会場あたり

平均参加人数：90人 （昨年は120人）／１会場あたり

主なイベント：コート無料開放（割引を含む）、スクール無料体

験レッスン、テニスの日記念トーナメント、親睦テニス大会初心

者・初級者・ハンディキャップ・キッズ・ジュニア・親子・一般・シ

ニアを対象としたテニスクリニック、テニスフェスティバル、ラケ

ット試打会、ストリング張替えサービス、ターゲットテニス、スピ

ードガンコンテスト、ストリートテニス、コーチに挑戦

また、今年も各個別イベント登録先に対し、協議会からの支援

として、「バナー（テニスコートに張る幕）」を作製し、無料配布

致しました。昨年は「テニスの日」とだけ表記したものを作製し

ましたが、今年は「９月２３日はテニスの日」と表記したバージ

ョンを新たに作製し配布しました。

共同イベント

開催都道府県：１５都道府県 （昨年：１５都道府県）

北海道、茨城県、埼玉県、千葉県、新潟県、愛知県、三重県、

大阪府、滋賀県、奈良県、岡山県、広島県、徳島県、福岡県、

鹿児島県

平均参加人数：245名（昨年は267人）／１会場あたり

派 遣 選 手：

埼玉県：安宅 美弥子、 奈良県：二本松 一、

新潟県：二本松 一、 岡山県：溝口美貴、

三重県：加藤 幸夫、 徳島県：沢松 奈生子、

大阪府：右近 憲三、 鹿児島県：佐藤 哲哉、（敬称略）

＊尚、残りの７ヶ所については、地元で直接手配等、協議会か

らは派遣せず。

主なイベント：親子テニス、車いすテニス、アトラクション、テニ

スクリニック、キッズテニス、ジュニアテニスクリニック、ターゲッ

トテニス、テニストーナメント、 他

有明メインイベント

来場者数：７，０００名 （昨年：６，０００人）

使用面数：有明コロシアム＋１６面

協力選手：石黒修、伊良子妙子、加藤幸夫、神尾米、倉光哲、

塩釜泰弘、白戸仁、伊達公子、中嶋康博、西尾茂之、古庄大

二郎、福井烈、松岡修造、溝口美貴、宮城淳、宮城黎子、村

上武資、柳昌子、山岸依子、山本育史、渡辺功、渡邊康二

（あいうえお順・敬称略）

＜イベント内容＞

◆昼のイベント

「見て楽しむイベント」として、コロシアムにて松岡修造さんチ

ームと伊達公子さんチームの団体戦を開催。キッズ・ジュニ

ア・プロ選手による色々なタイプの試合で団体戦を行いまし

た。ご来場者にも応援団として参加していただき、大変盛り

上がりました。

「 」◆伊達公子とテニスであそぼ カモン！キッズテニス

伊達公子さんによるキッズテニス講習会を開催。３才～６才を

対象に、ミニコートでスポンジボールを使って遊び感覚でテニ

スを楽しむレッスンを行いました。

◆キッズテニス講習会

幼稚園年中から小学３年生のテニス未経験・初心者のお子様

を対象にし、ミニコートでスポンジボールを使ってのレッスンを

開催しました。今年も「親子参加型」と「子供のみの参加」の２

種類を企画しました。

◆ジュニアテニスクリニック

小学３年生から中学３年生までのテニス未経験・初心者のお

子様を対象に、プロ選手・著名選手・プロコーチによるジュニ

アのためのテニスクリニックを開催しました。
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◆当日受付レッスンコート

当日来場された高校生以上の初心者・初級者を対象とした一

般向けのレッスンを開催しました。

プロ選手・著名選手・プロコーチが指導にあたりました。

◆テニスメーカー会イベント

協議会の活動趣旨に賛同し協力をいただいているテニスメー

カー１５社により、新製品ラケット試打会、新製品シューズ試履

会、ターゲットテニス、抽選会、テニス用品に関する相談コー

ナーなどを開催しました。

◆車いすテニス講習会

特に今年は身体に障害を持つお子様とそのご家族にテニス

の素晴らしさを体感して頂けるよう、車いすテニス愛好者との

楽しいふれあいの場をご用意しました。プロ選手のほか、車い

すテニスの先輩たちがインストラクターとして指導にあたりまし

た。

◆聴覚に障害をお持ちの方の為のテニス

聴覚に障害をお持ちで、テニス未経験者・初心者を対象に、

ミニレッスンや的当てなどを通じてテニスを楽しんでいただけ

る企画をご用意しました。会場案内やレッスンには手話通訳の

方にご協力いただきました。

◆その他のイベント

広場にはテニスメーカーのブースも設置され、ショッピン

グも楽しんでいただきました。

同じく広場に、お弁当やキャップパスタ等のアクアシティ

お台場出店販売ブースや㈱エフ・トゥワンのホットドックのケー

タリングカーが設置され、昼食の販売を行いました。

日本ラケットストリンガーズ協会のご協力により、当日来場

者へのストリング無料張替えサービスを行いました。

グローバル・スポーツ・アライアンスにより、聴覚障害NPO
を持つ子供たちが在籍する全国の小中学校の教室内防音対

策を目的とした不要テニスボール回収活動が行われました。

また、スポーツ用品のリサイクル活動として不要になったラケッ

トの回収も行いました。

ブースでは オープン・全日本選手権・東レパンJTA AIG
パシフィックオープンのご案内、また、国連 協会の難HCR
民支援活動や２００５年愛知万博のご紹介がされました。

総 括

今年も昨年に引き続き、製作物（缶バッチ・ポスター・チラ

シ）に、「テニスの王子様」キャラクターを起用しました。その結

果、缶バッチ・ポスター・チラシともに全国各地よりご注文をい

ただく事ができ、缶バッチについては４９，０００個（昨年：８６，

３００個）の売上げを上げることができました。特に、キッズ・ジ

ュニアの人気は相変わらずで、「テニスの日」の認知度も一段

とアップしたのではないかと思います。

それぞれのイベントについても、今年度「テニスの日」イベ

ントは、全国で を果たすこと延べ４万人（昨年：５万人）の動員

ができました。

個別イベントは、全国各地でテニスの日イベントが開催され

ましたが、開催箇所数が、前年度の４２０ヶ所から、３４１ヶ所へ

と減少し、課題を残す結果となりました。推定３万人(昨年：4万

人)の動員。

共同イベントも、昨年同様、１５都道府県で地方・地域単位

の大きなイベントが行われました。協議会からは、プロ選手・コ

ーチを派遣し、その指導ぶりが大変好評だったと伺っておりま

す。共同イベントにおいても、延べ約３，６００人の動員が確認

されました。

有明メインイベントについては、今年もテニス未経験・初心

者のキッズ・ジュニアにターゲットを絞り、キッズテニス・ジュニ

アクリニックを中心に、テニスメーカー会のイベントや一般・障

害者の方の為のレッスン等、コロシアムと１６面をフル回転させ、

イベントを行いました。また、今年も昼休みに有明コロシアムに

て、松岡修造さんチームと伊達公子さんチームの団体戦を開

催し、「見て楽しむイベント」を行いました。その結果、参加

者・来場者総数が７，０００人と過去最高を数えることができ、大

変な盛り上がりとなりました。

２００４年についても、すでに「９月２３日」に向け、準備を開

始致しました。協議会の目標である「テニスの普及と発展」の

ため、構成団体が一丸となって活動を推進して参ります。次年

度も是非とも皆様のご理解とご協力、ならびにご指導のほど宜

しくお願い申し上げます。

２００４年、２００５年は本協会がテニスの日推進協議会の担

当事務局となりますので、より一層のご支援ご協力をお願い申

し上げます。

『 テ ニ ス の 日 』 シ ン ボ ル マ ー ク を 公 募 し て 、

以 下 の マ ー ク を 採 用 す る こ と に な り ま し た 。
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平成１５年度事業報告
第９回国際車いすテニス大会『仙台オープン2003』

平成15年度事業計画に基づき、「第９回国際車いすテニス大会 仙台オープン2003」が下記の

ように開催されましたのでご報告申し上げます。

●要項概要
大会名称 第９回国際車いすテニス大会「仙台オープン2003」

主 催 社団法人日本テニス事業協会、東北車いすテニス協会

共 催 日本車いすテニス協会

公 認 国際テニス連盟、（財）日本テニス協会

後 援 宮城県、仙台市ほか各種団体

協 賛 （財）中央競馬馬主社会福祉財団、（株）ダンロップスポーツ 他

会 期 平成15年９月20日（土）～23日（火）４日間

会 場 仙台市泉総合運動場、シェルコムせんだい

競技種目 シングルス：男子(メイン･セカンド･B･C･D)､女子(メイン・セカンド･B)、

クァード(メイン)

ダブルス：男子(メイン･セカンド･B･C･D)､女子(メイン･A)、クァード（メイン）

●報告
この大会は、テニスというスポーツのより一層の普及振興を図ることに加え、車いすテニスを通じて身体

障害者と健常者及び障害者相互の理解を深め、技術・精神力の向上を図るとともに社会参加に対する意

欲を喚起し、みちのく杜の都仙台から東北、さらには全国から世界へと車いすテニス仲間を広げることを目

的として、財団法人中央競馬馬主社会福祉財団ならびに日本馬主協会連合会のご協賛を得て開催し、今

回が９回目となります。

今回も「国際車いすテニスツアー（チャンピオンシップス４）」の公認を受け、国際テニス連盟の公認のも

とで世界ランキングならびに国内ランキング対象ポイントが取得出来る国内では数少ない全国大会の一つ

でもありました。

会場は、宮城県仙台市の泉総合運動場テニスコート(砂入り人工芝18面)とシェルコムせんだい（屋内人

工芝６面）、を会場といたしました。車いすテニスは通常の規格通りの用具・施設を使用し、ただ一つ「ツー

バウンドまでを認める」というルールを加えただけのスポーツであります。種目はポイントランキングに基づ

き実力別に男子５クラス、女子３クラス、クァードクラスのシングルスならびにダブルス種目で、全国からの参

加者延べ２２２名による熱戦が繰り広げられました。

今年は大会３日目までが降雨という悪コンディションの中、シェルコム仙台６面と泉体育館２面での運営

となり、夜遅くまでねっでンが繰り広げられました。最終日には好天に恵まれ各種目の決勝戦などが行わ

れ、車いすテニスプレーヤーの技量の高さを証明するかのような「ナイスショット」「ナイスプレー」が随所に

見受けられ、男子メイン・シングルスでは兵庫県の中野秀和選手が、女子メイン・シングルスでは千葉県の

八筬美恵選手がそれぞれ優勝いたしました。

なお、本大会の開催には地元の車いすテニスプレーヤーをはじめとして数多くのボランティア（延べ８００

名）の方々のご協力をいただきました。ここに厚くお礼申しあげます。

また、今大会では、障害者と健常者でペアを組むニューミックスダブルストーナメントとベテランシングル

スが行われる予定でしたが、降雨による運営上の都合から中止といたしました。
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平成１５年度事業報告
" TOP GUN PROJECT 2003 "経営勉強会

平成15年度事業計画に基づき、 が下記のように開催さ経営勉強会 " TOP GUN PROJECT 2003 "
れ、初日約110名、２日目約60名のご参加をいただき大変好評にて修了いたしまたことご報告申

し上げます。

■開催要項

主 催 社団法人日本テニス事業協会

主 管 社団法人日本テニス事業協会研修委員会

公 認 財団法人日本テニス協会

後 援 社団法人日本プロテニス協会

協 賛 サントリーフーズ株式会社

運 営 TOPGUN PROJECT 2003 実行委員会

期日：平成１５年１０月２７日(月)～２８日(火)

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター

対象：オーナー・代表・マネージャー・コーチ・フロント

他テニス関連事業従事者

【このままでいいのか、テニスクラブ・スクール業界！】メインテーマ：

《やるべき事、押さえるべき事やってますか？》サブテーマ：

平成１５年１０月２７日(月)

■ 基 調 講 演 は 、

(社 )全日本ゴル フ

練習場連盟会長

(株 )ハイランドセン

ター代表取締役社

長 内藤裕義氏よ

り、「地域に愛される施設経営」というテーマで、内容

はテニスクラブ同様、閉鎖が相次ぐ中でのゴルフ練習

場経営３９年、その成功と秘訣！についてのご講演を

いただきました。

■午後最初の講演は、

ウェルラケットクラブ代

表取締役 藤本昭夫

氏より、「どん底からの

復活！ 」 というテーマ

で、内容は廃業も覚悟

したオーナーが立ち上がり、スタッフが一体となって生

まれ変わった・・・ についてのご講演をいただきまし

た。

■午後２番目の講演

は、(財)吉田記念テニ

ス研修センターヘッド

コーチ 小島弘之氏

より、 「親子３代、１０

０年テニス」というテー

マで、内容はＴ ＴＣに

行くとみんな礼儀正しくなる？についてのご講演をい

ただきました

■午後３番目の講演は、

武蔵野ドームテニススク

ール支配人 小森紀明

氏より、「コーチを一人前

にするには！」というテー

マで、内容はコーチ不足

と言われるなか、戦力と

なる優秀なコーチ育成をしているその手法とは・・・に

ついてのご講演をいただきました。

■午後４番目の講演は、

インドアテニスセンター

ウィング 札幌校副支配

人鎌田雅美氏より、 「最

先端を行くと言われるフ

ロント業務とは！」という

テーマで、内容は今やフ

ロントがクラブ・スクールの経営を左右する・・・につい

てのご講演をいただきました。

平成１５年１０月２８日(火)

■午前・午後ともに２日目の講義は、(株)パワー・イン

タラクティブ

代表取締役 岡本

充智氏より、

「 自 己 分 析 の 手 法 」 ・

「出来ていない事の発

見・確認方法」「明日か

らの実践方法」・「変わ

るためにはどうしたらよいのか？」などについてのご

講演をいただきました。
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消費税総額表示制度の円滑な導入について

※経済産業省より、消費税に関する配付資料がございましたのでご案内申し上げます。

経済産業省経済産業政策局産業組織課長、企業行動課長、中小企業庁事業環境部財務課長、取引課長

１． 今般、消費税法が改正され、一般消費者に対する資

産や役務の販売・提供を行うに当たって、価格を表示

する場合には、いわゆる総額表示が義務付けられ、平

成１６年４月から適用されることとなっています。当省で

は、これまで関係省庁とも連携をとり、端数処理の特例

の導入や必要な設備（レジ等）の導入に伴う負担の軽

減を図るほか、産業界に対する説明会の開催等、総

額表示の円滑な導入に向けて取り組んできているとこ

ろです。この一環として、既に関係者の理解に資する

ため、「消費税の総額表示について」（別添１ ）を広く

送付したところです。

２．一方、価格表示の変更を機に、主に取引関係にある事

業者間において、価格設定、取引条件等について不必

要な混乱が起こることが懸念されます。優越的地位の濫

用行為に当たるような問題などが発生することを未然に

防止することが必要と考えますし、仮にそのような事態

が見られるような場合には、当省としても厳格に対応す

る所存です。また、不必要な混乱が起きないよう、公正

取引委員会とも連絡をとってきたところであり、納入取引

や下請取引において生じうる問題について、過去の消

費税率引上げ等に際して公正取引委員会から発出さ

れているガイドラインが有効である旨の回答を得、その

旨関係者に周知を図ったところです。

３．更に、公正取引委員会は、総額表示制度の実施に当た

り、事業者等から寄せられた独占禁止法等について相

談をＱ＆Ａとして取りまとめ、公表しました。（別添２「改

正消費税法に基づく「総額表示方式」の実施に当たっ

ての独占禁止法及び関係法令に関するＱ＆Ａについ

て」（平成１５年１２月３日）参照） 総額表示制度への移

行に際しては、「本Ｑ＆Ａ」を踏まえた対応を取られるこ

とが肝要と考えます。

４．つきましては、以上の趣旨を貴団体の会員企業に周知

するとともに、所要の資料の配付方をお願いいたしま

す。なお、本件に関するお問い合わせ、連絡先は以下

のとおりですので、前広に御相談下さい。

［お問い合わせ先］

○本依頼内容について

経済産業省 経済産業政策局企業行動課

（直通） ０３ －３５０１－１６７５

中小企業庁事業環境部財務課

（直通） ０３ －３５０１－５８０３

○公正取引委員会「Ｑ＆Ａ」について

公正取引委員会経済取引局取引部企業取引課

（直通） ０３ －３５８１－３３７３

経済取引局取引部消費者取引課

（直通） ０３ －３５８１－３３７５

経済取引局取引部相談指導室

（直通） ０３ －３５８１－５４８１

○独占禁止法上の「優越的地位の濫用行為」について

公正取引委員会経済取引局取引部企業取引課

経済産業省経済産業政策局産業組織課

（直通） ０３ －３５０１－６５２１

中小企業庁事業環境部取引課

（直通） ０３ －３５０１－１６６９

※下記の書類については、本協会のホームページ にて公開をいたしておりますhttp://www.jtia-tennis.com

のでご確認をお願い申し上げます。

●消費税の総額表示について（解説資料）200312035.pdf （１７ページ）

●消費税総額表示Ｑ＆Ａ5.pdf （２４ページ）
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第１５回テニス産業セミナー

開 催 要 項

第１５回テニス産業セミナー■名 称

■開催組織 共 催：社団法人日本テニス事業協会、神奈川県テニス事業協会
主 管：社団法人日本テニス事業協会研修委員会
後 援：経済産業省、社団法人スポーツ産業団体連合会

社団法人日本プロテニス協会
公 認：財団法人日本テニス協会
特別協賛：サントリー株式会社
協 賛：サントリーフーズ株式会社、株式会社ダンロップスポーツ
運 営：第１５回テニス産業セミナー実行委員会

■会 場： （郵便貯金会館）メルパルク YOKOHAMA
元町・中華街駅」徒歩１分 ←（平成 年２月１日開業予定）【みなとみらい 線「21 16

「横浜」駅よりバス利用２５分、 「石川町」駅より徒歩１２分】JR JR
〒 横浜市中区山下町 番地231-0023 16
TEL 045-662-2221 FAX 045-661-1133

平成１６年２月２日（月）■期 日：

■時 間：セミナー １０：４５～１７：１５
懇親パーティ １７：３０～１９：００

■構 成：１．講師による講演
１．懇親パーティ

■対 象：全国各地のテニス事業従事者及び業界関係者
１．クラブオーナー・マネージャー・コーチ・スタッフ
２．スクール代表・マネージャー・コーチ・スタッフ
３．テニス関連事業従事者
４．その他一般の方

■定 員：１９２名 （先着順にて締切）

■会 費：加盟会員 一人目 （昼食・懇親パーティ費を含む）１５,０００円、
※但し、同一事業所のお二人目以降は 円となります。10,000

非加盟 一人目 （昼食・懇親パーティ費を含む）２５,０００円、
※但し、同一事業所のお二人目以降は 円となります。20,000

■ポイント：財団法人日本体育協会公認テニス指導者の方
（①スポーツ指導員、②コーチ、③教師）は本セミナーおいて、ＪＴＡならびに

ＪＰＴＡの研修ポイントを２ポイント取得出来ますので、申込書に資格種類と
登録Ｎｏをご記入下さい。なお、ＪＴＡ登録者は当日、公認テニス指導者研修
会実習活動実績証をご持参下さい。

平成１６年１月２３日（金）■申込締切：

■申 込 先：社団法人日本テニス事業協会 事務局
〒 東京都新宿区西新宿 小田急明治生命ビルＢ１160-0023 1-8-3
TEL 03-3346-2007 FAX 03-3343-2047 URL. http://jtia-tennis.com

■申込方法：所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、申込先まで郵送又はＦＡＸにて送付下さい。
なお、会費は締切日までに下記口座にお振込みをお願いいたします。

【振込先口座】 銀行名：東京三菱銀行 新宿中央支店
口座番号：普通口座 No.１６９２７１２
口座名：テニス産業セミナー
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“ 明日のテニスを考える！！ ”

平成１６年２月２日(月)

スケジュール 会 場 内 容 構 成

受付／メルパルク 階10:15 10:45～ YOKOHAMA 2

開会式10:45 11:00～ 富士・宝永

横浜とスポーツについて 』11:00 12:00～ テーマ：富士・宝永 『
横浜市長 中田 宏氏《総合講演》 講 師：
新時代行政プラン・アクションプラン」を策定し、新しい時代にふさわしい内 容：「

行政運営に向け 「協働 「分権 「都市経営」の３つの基本理念のもとに改革の方向性、 」、 」、

を示した横浜市政において、サッカーワールドカップ決勝戦を行いスポーツに理解ある

市が取り組むスポーツ行政についてお話しいただきます。

昼 食 （会場にてご用意いたします）12:00 13:00～ 富士・宝永

勝つリーダー、負けるリーダー 』13:00 14:30～ テーマ：富士・宝永 『

スポーツジャーナリスト 二宮 清純氏《講 演》 講 師：

あらゆるスポーツ界に精通し、辛口コメントで知られる二宮氏から“テニス内 容：

界ではなぜビジネスが盛り上がらないのか？ “テニスはなぜメディアに取り上げられな”

いのか？”等、成功している他のスポーツ界がどのような取り組みをしているかと比較

して、テニス界にとって参考になるお話しをいただきます。

休 憩14:30 14:50～

躍進する女子テニス界の秘密！ 』14:50 16:20～ 富士・宝永 テーマ：『

フェド杯日本チーム監督 小浦 武志氏《講 演》 講 師：

世界ランキング 位以内に４人を有し、 年の４大大会ではめざましい内 容： 100 2003
活躍が見られた、女子テニス界の躍進するその秘密について！ そして、テニス事業者

が取り組む普及活動の中において、選手の発掘と育成と強化について今後の展望は！

また、低迷する男子テニス界の今後の見通しなどについてお話しをいただきます。

休 憩16:20 16:40～

『 サービス産業におけるテニスビジネスの在り方 』16:40 17:10～ テーマ：富士・宝永

経済産業省商務情報政策局サービス産業課生涯学習振興室長 藤木 昌彦氏《講 演》 講 師：

、 、内 容：余暇時間の増加にともない 余暇に対する国民の意識や動機が変化するなか

価格破壊・規制緩和・新規参入による競争の激化や情報通信技術の活用などが進展し、

スポーツ産業やレジャー・余暇産業を取り巻く環境も大きく変化しつつあります。今後

のテニス業界が種々の課題に機動的・弾力的に取り組む姿勢についてお話しいただきま

す。

閉会式17:10 17:15～ 富士・宝永

休 憩 会場移動17:15 17:30～

懇親パーティー17:30 19:00～ 鶴亀

※講演の内容につきましては、一部変更となる場合もございますことをご了承ください。
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新入会
（平成１５年２月～）●新規入会 正会員

◆（株）ニッケインドアテニス （愛知テニスクラブ連盟：代表 千野 時晴） Ｈ１５．２月～
◆スポーツクリエイト （東京都テニス事業協会：代表 金田 彰） Ｈ１５．４月～

（平成１５年２月～）●新規入会 賛助会員

ブリヂストンスポーツ株式会社 （ゴルフ・テニス用品の製造・販売） Ｈ１５．２月～
住商鉄鋼販売株式会社 （鉄鋼建材製品販売、土木建築工事請負設計及び監理） Ｈ１５．７月～

新入会 正会員事業所のご紹介

／東京都テニス事業協会■スポーツクリエイト
ＴＥＬ：０３－５７８９－７７５１ ＦＡＸ：０３－５７８９－７７５２
ホームページアドレス：http://sports-create.com/
Ｅメールアドレス：kaneda@sports-create.com
会員数等：会員３０名、スクール生５００名

◇代表者からのセールスポイント◇
スポーツ事業を通じ、お客様に心身共に豊で健康な生活を
提供し、地域社会に貢献することを企業使命とし、
・共存共栄：お客様の「満足」を最優先し、適正利潤を確保し、

お客様、オーナーと共に共存共栄をはかります。
・長期成長：環境創造・適応を積極的に行い、経営基盤を確立し、長期安定成長を目指します。
・社員育成：人材の育成と働き甲斐のある企業風土の醸成を目指します。

本社：東京都港区高輪4 23 8 コロナビル- -
直営：竹ノ塚インドアスポーツプラザ 足立区保木間5 25 23- -

- - F青山ベルコモンズテニススクール 港区北青山2 14 6 青山ベルコモンズ10
高田馬場シチズンテニススクール 新宿区高田馬場4 29 27 シチズンプラザ- -
サンスポーツ青葉台テニスクラブ 横浜市青葉区しらとり台25 3-
サンスポーツ国分寺テニススクール 国分寺市日吉町1 39 3- -
サンスポーツ上福岡西友テニススクール 上福岡市上福岡1 8 8 西友上福岡店- -

提携事業所：
アクア金沢八景テニススクール
ヒルトン東京ベイ ベイブリーズテニススクール
東京ガス金沢総合グランドテニススクール
東京ガス大森グランドテニススクール
(財)埼玉県緑地協会 川越水上公園キッズサッカースクール

編集後記

JTIA News!も内容については検討を重ね編集に取り組んでおります。本号では、レジャー白書
等から各種の統計や資料を抜粋してみましたが参考になりましたでしょうか？掲載資料への問い合
わせは下記事務局までどうぞ。今後も会員各位にとって“役立つ情報紙”を目指して行きたいと思
います。

JTIA News! 2003.12 Vol.27
平成15年12月31日発 行 ：(社)日本テニス事業協会 発 行 日 ：

雑賀 昇 大野 康夫(広報委員長)発行責任 ： 編集責任 ：
TEL.03-3346-2007 FAX.03-3343-2047発 行 所 ：(社)日本テニス事業協会

〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-8-3 小田急明治生命ビルB1

http://jtia-tennis.com
E-mail：mails@jtia-tennis.com
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●コート、ホテル（食事２食付）、消費税込の料金です。
１泊２日基本プラン ●コートは１０人当り、１面１３時間を用意しております。

●お客様のご要望にあったプランに変更できます。
●パーティや宴会、対抗戦などオプションもあります。
※合宿料金に含まれていないもの
　　　・交通費
　　　・昼食代

１泊２日基本プラン

１泊２日基本プラン ４０名利用の場合→ コートは4面×13時間＝52時間面となります。

２０名利用の場合→ コートは2面×13時間＝26時間面となります。
8時 9時 12時 13時 17時 18
1日目 テニス練習４時間 夕

４面 食
8時 9時 12時 13時 16時 17時
2日目 解
朝食 散

●コート、ホテル（食事２食付）、消費税込の料金です。
●コートは１０人当り、１面２６時間を用意しております。
　　40人でご利用の場合は日程内で10４時間面使用できます。
●お客様のご要望にあったプランに変更できます。
●パーティや宴会、対抗戦などオプションもあります。
※合宿料金に含まれていないもの
　　　・交通費
　　　・昼食代

４面 ４面

テニス練習３時間
４面

テニス練習３時間テニス練習３時間

お気軽にお問い合わ
せしてください。

これだけのコート時間
でこの金額・・・安い!!




